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小児がん中央機関 相談支援事業

• 小児がんに関する相談支援の向上に関する
体制整備

➢小児がん相談員専門研修

➢小児がん拠点病院相談員継続研修

➢小児がん相談員研修検討委員会

➢小児がん拠点病院連絡協議会

相談支援部会（年２回）



相談支援部会の開催について



小児がん拠点病院連絡協議会 相談支援部会 設置要領

（設置）

第１条 小児がん拠点病院で実施されている相談支援体制機能の強化と向
上を図ることを目的とする。また地域単位での取り組みを支援するため、
小児がん拠点病院連絡協議会の下部機関として、相談支援部会（以下「部
会」という。）を設置する。

（検討事項）

第２条

部会は、次の各号に掲げる事項について、情報を共有・検討する。

一 地域単位、施設単位で行われている情報提供・相談支援の取り組みの

現状把握と分析、情報共有に関すること

二 相談支援体制機能の強化と向上を果たす上で必要となる全国、地域

単位の体制の整備

三 小児がん患者家族の支援に関連した施策・制度面の改善等を整理し、

協議会を通じて発信できるような提言に向けた素案の作成



第１４回 小児がん拠点病院連絡協議会相談支援部会

日時：２０２１年５月２８日（金）１４：００ ～１６：００

開催方法：オンライン（Zoomを使用）

出席者数：16施設（拠点病院15施設＋中央機関2施設）３５名

議事

１. 小児患者体験調査の報告

２. 急性リンパ性白血病に対するCAR-T治療の現状と課題

３. 小児・AYA世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業について

４. 教育支援検討ワーキンググループからの報告

５. 今年度の各ブロック活動計画

６. 中央機関からの連絡

今年度の小児がん相談員向け研修について



小児がん拠点病院連絡協議会相談支援部会
教育支援検討ワーキンググループについて

小児がん拠点病院連絡協議会 相談支援部会 設置要領

（ワーキンググループ）
第５条 会長は、部会の円滑な運営を図るため、必要と認めるときは部会に
ワーキンググループを設け、グループ長及びグループ委員を指名することが
できる。

２ ワーキンググループは、グループ長及びグループ委員を指名することが
できる。

３ グループ長は、ワーキンググループを主宰する。

４ グループ長は、検討した結果を部会に報告し、了承を得る。

５ ワーキンググループ委員の任期については、選任の日が属する年度の末
日までの期間とする。

６ ワーキンググループは、必要に応じグループ長が招集し、会議を行う。

氏名 所属等

大濱 江美子 大阪市立総合医療センター 入退院センター

白松 裕 広島大学病院 看護部

山田 佳織 名古屋大学医学部附属病院 地域連携・患者相談支援センター

志村 芳紀 埼玉県立けやき特別支援学校

鈴木 彩 国立成育医療研究センター 医療連携・患者支援センター



第２回 教育支援検討ワーキンググループ会議

日時：令和３年１月８日（金）１６：００～１７：３０

開催：Ｗｅｂ会議（Ｚｏｏｍ）

議事

１. 第１３回小児がん拠点病院連絡協議会

相談支援部会での意見

２. 今後のＷＧでの検討内容について

３. 今後の予定



第3回 教育支援検討ワーキンググループ会議

日時：令和３年３月８日（月）１６：００～１７：３０
開催：Ｗｅｂ会議（Ｚｏｏｍ ）

議事
1. 小児・AYA世代がん患者の教育に関する要望書（案）

への意見

2. 今後の要望書のまとめ方について

3. 今後の予定



ブロック 相談支援部会 開催
日時

開催
方法 内容 部会以外の活動

北海道 第6回 北海道地域小
児がん医療提供体制
協議会 相談支援部
会

未定 WEB
開催予
定

・相談支援部会報告
・連携病院との情報共有
・意見交換会
（テーマ「教育・復学(仮)」を定め、事前アン

ケートをもとに困難事例や課題の検討）

・北海道全域で活用できる
「小児がん患者さんとご家族
のためのサポートブック」の作
成
道内どこの病院でも同じよう

な情報提供が受けられるよう
に、北大病院で作成したサ
ポートブックをもとに連携病院
とも協働して再編していく
・道内の小児看護専門看護
師の連携、WEB会議等の
開催
・部会以外にもWEB会議を
用いて、情報共有の機会や
勉強会の開催も検討中

東北 令和3年度第1回東北
ブロック小児がん相談支
援部会

7月平
日
18:
00～
19:
30

Ｚｏｏ
ｍを使
用した
ＷＥＢ
会議

①小児がん拠点病院相談支援部会の報告
②講演「AYA世代への支援・終末期の過ごし
方（仮）」
③教育支援について（事例発表）
④お知らせ
・グリーフケアのパンフレット作成について
・職種別情報交換会の開催について

・小児がん拠点病院特別講
演会（11月）「緩和ケアに
ついて（仮）」
・グリーフケアで使用するカー
ド、パンフレット（各連携病
院でも使用できるフォーマッ
ト）の作成
・職種別WEB情報交換会
の開催
・令和3年度第2回東北ブ
ロック小児がん相談支援部
会（令和4年1月）

各ブロックの活動計画①



ブロック 相談支援部会 開催
日時

開催
方法 内容 部会以外の活動

関東
甲信越

第8回関東甲信越ブ
ロック小児がん医療提
供体制協議会 相談
支援部会

10/7
（木）
15:00
～
17:00

オンライ
ン開催

未定
※拠点病院と連携病院のネットワークを作る
ため、小グループに分かれた意見交換会を入
れる

8月29日（日）にブロック
内の小児がん拠点・連携病
院の小児がん相談支援に携
わる職種と院内学級等の教
員を対象とした研修を実施
する。

東海
北陸

第６回 東海北陸ブ
ロック 小児がん診療
病院相談支援部会
成⾧発達に応じたこど
もとのコミュニケーション
～学童期・思春期を
中心に～

8/21
（土）
14:00
～
16:00

オンライ
ン形式

今回は、原点に立ち返り「こどもとのコミュニ
ケーション」について、皆さんと共有する内容と
しました。名古屋大学医学部附属病院の
CLSや、昭和大学 准教授 副島賢和先生
を講師としてお迎えし、入院中の子供たちと
接する上でのヒントを得たり、日常で困ってい
ることの共有ができればと考えています。医療
従事者のみならず、病弱児教育に携わる学
校の先生方（院内学級の先生）にも参加
を呼びかけております。

近畿 近畿ブロック小児がん
拠点病院連絡協議会
相談支援部会

未定 未定 未定

各ブロックの活動計画②



ブロック 相談支援部会 開催
日時

開催
方法 内容 部会以外の活動

中国・
四国

中国・四国ブロック小
児がん相談支援部会

6/23

12/22

広島大
学病院
主催／
Web
開催／
各病院
でシス
テムを
設置し
ている
場所

・小児がん拠点病院連絡協議会 相談支援
部会報告
・各施設の相談体制と現状報告
・研修会（内容は未定）

・小児がん患者さんとご家族
のためのサポートブックの改定

九州・
沖縄

九州・沖縄地域小児
がん医療提供体制協
議会 第6回相談支
援部会

未定 WEB
開催

・小児がん拠点病院連絡協議会 相談支援
部会の報告
・熊本県の小児がん相談支援体制について
（詳細未定）

第4回小児がんのこどもの教
育を考える講演会（8月27
日予定）

各ブロックの活動計画③



連絡事項

第15回小児がん拠点病院連絡協議会 相談支援部会

2021年12月10日（金）14:00～16:00（予定）

オンライン開催



小児がん相談員研修について



小児がん相談員研修検討委員会について

＜２０２１年度研修検討委員＞
・小俣智子（武蔵野大学人間科学部社会福祉学科／小児がん経験者）
・河俣あゆみ（三重大学医学部附属病院 看護部）
・篠崎咲子（埼玉県立小児医療センター 地域連携・相談支援センター）
・関由起子（埼玉大学教育学部学校保健学講座）
・竹之内直子（神奈川県立こども医療センター 非常勤がん相談員）
・田村里子（一般社団法人WITH医療福祉実践研究所）

（事務局）
・小郷祐子（国立がん研究センター がん対策情報センター）
・富澤大輔（国立成育医療研究センター）
・鈴木彩（国立成育医療研究センター）

小児がん拠点病院の相談員に対する研修内容の検討を行う。



中央機関が実施する研修について

【小児がん相談員専門研修】
今年度からEラーニングと集合研修（1日）に変更
2021年度は9月12日（日）に集合研修をオンライン開催

【小児がん拠点病院相談員継続研修】
2021年12月5日（日） オンライン開催

【小児がん拠点病院相談員ブロック企画研修】
対象:小児がん拠点病院の相談支援センターの相談員
・ブロックにおいて、相談支援の質の向上を目指した研修を企画･運
営できるようにする目的の研修を拠点病院の相談支援センターの相
談員に対して行なう。



2015年～2020年小児がん相談員専門研修 受講者数:３５２名

北海道 北海道大学病院 7 7 15 2 3

東北 東北大学病院 14 14 9 6 14

埼玉県立小児医療センター 8

国立成育医療研究センター 12

東京都立小児総合医療センター 15

神奈川県立こども医療センター 14

静岡県立こども病院 18

名古屋大学附属病院 8

三重大学医学部附属病院 7

京都府立医科大学附属病院 1

京都大学医学部附属病院 4

大阪市立総合医療センター 13

兵庫こども病院 9

中国・
四国

広島大学病院 8 8 16 11 22

九州・
沖縄

九州大学病院 8 8 16 9 21

146 146 146 94 206合計

連携病院数

32

17

41
関東甲
信越

49

東海･北
陸

33

ブロッ
ク

小児がん相談員専門研修受講者数　内訳

拠点病院

病院名 受講者数 受講者数

連携病院数

22

ブロック毎
拠点病院
受講者数

近畿 27 38

受講施設数

92

16

35

9



202１年度 小児がん相談員専門研修

開催日:202１年９月１２日（日）
開催方法:ZoomによるWeb研修

研修受講
①8月1日～ Eラーニングの受講（講義1～１２）

②9月12日（日）
午前:講義１３～１７（5コマ）
午後:演習（2.5時間）



2021年度 小児がん相談員専門研修プログラム

事前受講（Eラーニング）
講義1 「小児がん対策」
講義2 「小児・AYA世代のがん患者に対す

る相談支援センターの役割」

講義3 「小児がん概論」

講義4 「AYA世代のがん」

講義５ 「血液腫瘍」

講義６ 「固形腫瘍」

講義７ 「脳腫瘍」

講義8 「晩期合併症と⾧期フォローアップ」

講義9 「小児緩和ケア」

講義10 「小児がんの子どもの成⾧発達」

講義11 「小児がん患者・きょうだいへの支援」

講義１２ 「教育支援」

９月１２日（日）
時間 プログラム

9:00-9:30
講義13

「小児がん患者家族を支える社会資源」

9:30-10:00 講義14 「当事者の語り」

10:00-10:30 講義１５ 「自立支援」

10:30-10:40 休憩

10:40-11:20 講義１６ 「相談支援概論」

11:20-12:00 講義17 「小児がんの相談支援の実際」

12:00-13:00 休憩

13:00-15:30 演習（事例検討）



小児がん相談員専門研修の受講要件について

• がん相談支援センター相談員の研修について

「小児がん拠点病院等の整備について」（健発0806第1号令和元年8
月6日）Ⅱの３の（１）

①小児がん中央機関による研修について（平成27年3月31日付厚生
労働省健康局がん対策・健康増進課事務連絡）に定める小児がん中
央機関が実施する所定の研修を修了した、小児がん患者及びその家族
等の抱える問題に対応できる専任の相談支援に携わるものを1名以上配
置すること。

※平成27年3月31日付厚生労働省健康局がん対策・健康増進課事務連絡

小児がん中央機関による研修については、国立がん研究センターが実施
するがん相談支援センター基礎研修（１）を受講の後、国立成育医療
研究センターが実施する「小児がん相談員専門研修」を受講すること。



小児がん相談員専門研修の受講要件について

• 国立がん研究センターが実施するがん相談支援センター基礎
研修（１）（２）について

基礎研修（1）（2）は、がん対策基本法およびがん対策推進基本計画に基づき、厚生
労働大臣が指定するがん診療連携拠点病院等（以下、国指定施設）においてがん相談
支援業務に従事する者を養成するための研修として、平成19年度より開講しました。

基礎研修（1）（2）は、がん相談支援業務に従事する相談員が基礎的な知識および技
術を修得することにより、がん相談支援実践の均てん化と充実を図ることを目指しています。

（がん情報サービスホームページより引用
https://ganjoho.jp/med_pro/training_seminar/consultation/basic1_2_kenshu/index.html）



研修内容

基礎研修（１）8科目

・がん対策
・相談支援
・社会資源
・臨床腫瘍学
・緩和ケア
・精神腫瘍学
・放射線治療
・薬物療法

基礎研修（２）11科目

・がん予防
・がん検診
・診療ガイドライン・エビデンス
・支持療法
・臨床試験
・肺がん
・乳がん
・大腸がん
・胃がん
・肝胆膵がん
・相談対応の質評価



小児がん相談員専門研修の受講要件について

• 小児がん患者が成人期にがんになることもあり、成人がんの知
識を持っておく必要があるため、基礎研修（１）を要件とした。

• 小児がんの要件を決めた際には、国立がん研究センターが実
施するがん相談支援センター基礎研修（１）と（２）は別
になっていたが、研修のEラーニング化に伴い2つの研修が一緒
になった。

• 平成30年より、AYA世代のがんについても対応することが整
備指針に明記された。

↓
AYA世代の患者に対応するため
基礎研修（２）も要件としたい

（研修検討委員会・相談支援部会では承認済み）



小児がん拠点病院相談員ブロック研修検討会
開催日:202１年３月２日（火）13:00-16:０0
開催方法:オンライン会議
出席者数:1５拠点病院より２７名
議事:
１．当検討会の目的について

２．意見交換①
テーマ「研修に必要なシステム・マンパワーについて／研修の体制づくりについて」

３．オンラインで相談支援部会等を実施してきたブロックからの発表
１）広島大学病院
２）東北大学病院

４．意見交換②
テーマ「ブロックにおいて必要な研修プログラムの検討」

５．研修の企画・運営について
WITH医療福祉実践研究所 がん・緩和ケア部 田村 里子

６．全体共有・まとめ



小児がん拠点病院等の整備に関する指針
Ⅰ 小児がん拠点病院の指定について

３ 厚生労働省が指定する拠点病院は、以下の役割を担うものとする。

（１）地域における小児がん医療及び支援を提供する中心施設と

して、また、AYA世代にあるがん患者に対しても適切に医療及び支

援を提供する施設として、Ⅲの2で規定する小児がん連携病院等と

も連携し、地域全体の小児・AYA世代のがん医療及び支援の質の

向上に資すること。なお、 AYA世代にあるがん患者とは、AYA世代

で発症したがん患者とAYA 世代になった小児がん患者を指す。
健発0731第2号平成30年7月31日厚生労働省健康局⾧通知
「小児がん拠点病院等の整備に関する指針」より抜粋



小児がん拠点病院等の整備に関する指針
（５）専門家による集学的治療及び緩和ケアの提供、心身の全
身管理の実施、 患者とその家族に対する心理社会的な支援の提
供、適切な療育・教育環境の提供、遊びを含む日常的な活動の
確保、セカンドオピニオンの体制の整備、 患者及びその家族並びに
医療従事者に対する相談支援体制の整備、医師等に対する研
修の実施等を進めること。

健発0731第2号平成30年7月31日厚生労働省健康局⾧通知
「小児がん拠点病院等の整備に関する指針」より抜粋

Ⅱ 拠点病院の指定要件について
２ 研修の実施体制
小児がん連携病院や地域の医療機関等の多職種の医療従

事者も参加する小児がんの診療、相談支援、がん登録及び臨床
試験等に関する研修会等を毎年定期的に開催し、人材育成等
に努めること。



小児がん中央機関は
小児がん拠点病院に対し
研修を実施

小児がん拠点病院はブロックの連携病院や地域の医療機関等に対し、研修を実施



今後も継続 2021年度 2022年度以降

小
児
が
ん
拠
点
病
院
相
談
員

・ブロックにおける 研修の企画・運営・開催の
実現を目的とした研修（年1回程度）

・小児がん関連の新しい知識や情報等を提供する
研修（Eラーニングの活用も検討）

小
児
が
ん
連
携
病
院
相
談
員

・小児がん拠点病院が主催で
ブロック内連携病院の相談員等を対象に
継続的な研修を実施

国立成育医療研究センター主催
小児がん拠点病院相談員ブロック企画研修

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

が
ん
相
談
員
基
礎
研
修
（
１
）

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

小
児
が
ん
相
談
員
専
門
研
修

国立成育医療研究センター主催
小児がん相談員継続研修
（2021年12月5日）

ブロック内小児がん拠点病院主催
小児がん相談員研修

実施主体を
拠点病院に移行

今後の相談員研修の方向性


